
第４問 （選択問題）（配点 １６）

 数列｛an｝を次の式で定める。

a１＝－�，an＋１＝－
�
� an （n＝�，�，�，…）

このとき，｛an｝の一般項は an＝ アイ��
ウエ

オ
�
�
n－１

である。

nが奇数であれば an カ 	が成り立つ。また，nが偶数であれば

an キ 	が成り立つ。

カ ， キ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）


 ＜ � ＝ � ＞

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第４問は次ページに続く。）

第４問～第７問は，いずれか３問を選択し，解答しなさい。数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ

― １８ ― （２７０４―１８）













































































































































































 数列｛bn｝を次の式で定める。

b１＝－�，bn＋１＝－
�
� bn－� （n＝�，�，�，…）

このとき

bn＋１＋ ク ＝－ ��
�
�bn＋ ク �

	（n＝�，�，�，…）

が成り立つ。したがって，｛bn｝の一般項は

bn＝ ケ ��
コサ

シ
�
	
n－１

－ ス

である。

すべての自然数 nについて��
コサ

シ
�
	
n－１

≦ Aが成り立つような最小の実数

Aは，A＝ セ である。

以上のことから，数列｛bn｝に関する記述として，次の
～�のうち，正しい

ものは ソ である。

ソ の解答群


 すべての自然数 nについて bn＜�が成り立つ。


 すべての自然数 nについて bn＞�が成り立つ。

� bk＜�となる自然数 kがあり，b l＞�となる自然数 lもある。

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第４問は次ページに続く。）

数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ

― １９ ― （２７０４―１９）











































































































































































































































































































































 αを実数とする。数列｛cn｝を次の式で定める。
c１＝ α，

cn＋１＝－
�
� cn

２＋� （n＝�，�，�，…） …………………… 

花子さんと太郎さんは，数列｛cn｝について話している。

花子：一般項 cnを求めてみようか。

太郎：一般項を式で表すのは難しそうだから，α と nをいろいろ変えてみ

て，cnの具体的な値を調べてみよう。

花子：コンピュータでたくさん計算してみたけれど，－�≦ cn≦�が成り

立つことが多いね。

太郎：－�≦ ck≦�が成り立つと，－�≦ ck＋１≦�も成り立つように見え

るね。

� 太郎さんは，次の命題１が真であることを証明しようと考えた。

命題１ kを 自 然 数 と す る。－�≦ ck≦�が 成 り 立 つ な ら ば，

－�≦ ck＋１≦�が成り立つ。

数列｛cn｝はを満たすので，次が成り立つ。
● すべての自然数 kについて，ck＋１≦�は， タ 。

● すべての自然数 kについて，－�≦ ck＋１は， チ 。

したがって，命題１は真である。また，命題１を用いると，数学的帰納法に

より次の命題２が真であることがわかる。

命題２ －�≦ α≦�ならば，すべての自然数 nについて－�≦ cn≦�

が成り立つ。

（数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ第４問は次ページに続く。）

数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ

― ２０ ― （２７０４―２０）















































































































































タ ， チ の解答群（同じものを繰り返し選んでもよい。）

� ckの値によらず成り立つ

� ckの値によらず成り立たない

� ck≦�ならば成り立ち，�＜ ckならば成り立たない

� －�≦ ckならば成り立ち，ck＜－�ならば成り立たない

� －�≦ ck≦�ならば成り立ち，ck＜－�または�＜ ckならば成り

立たない

� 表	は，コンピュータによる計算結果の一部をまとめたものである。ただ
し，c４の値は小数第�位を四捨五入したものである。

表 	

c１ c２ c３ c４

α＝	 	 ３．５ －２．１２５ １．７４２

α＝
 
 －８．５ －３２．１２５ －５１２．００８

αを変えて得られる数列｛cn｝に関する次の命題�，�，
について，真偽

の組合せとして正しいものは ツ である。

� α＞�ならば，すべての自然数 nについて cn＞�が成り立つ。
� α≦�ならば，すべての自然数 nについて cn≦�が成り立つ。

 α＜�ならば，すべての自然数 nについて cn＜�が成り立つ。

ツ の解答群

� � � � � � � �

� 真 真 真 真 偽 偽 偽 偽

� 真 真 偽 偽 真 真 偽 偽


 真 偽 真 偽 真 偽 真 偽

数学Ⅱ，数学Ｂ，数学Ｃ

― ２１ ― （２７０４―２１）






































































































































